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2017年年年年１．１．１．１．ハイライトハイライトハイライトハイライト ① 売上高  16四半期連続増収② 販管費の大幅増加により、③ 当第２四半期累計期間で採用人数
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 ３．３．３．３．サマリーサマリーサマリーサマリー ① 売上高 当第２四半期累計期間で推移しております。この前年同期比② 営業利益 売上総利益したためは 12%の減益となりました。
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売上総利益

(百万円) 

                                      会 社 名 ： 株式会社夢テクノロジー（コード： 2458  JASDAQ代表者名： 代表取締役社長問い合せ先： 取締役副社長（ T E L ： 03-6420-3828
年年年年9月期月期月期月期 第第第第2四半期四半期四半期四半期 決算概況について決算概況について決算概況について決算概況について 増収 販管費の大幅増加により、 営業利益が前年同期比 12%減益 採用人数 349人となり、エンジニア数が前年同期比 40%

  

2016年 9月期 第 2四半期 2017年 9月期 第 2四半期 前年同期比増減 
2,756 3,429 +673 

715 880 ＋164 
208 184 △24 
205 184 △21 
156 123 △33 

2016年 9月期 第 2半期 2017年 9月期 第 2半期 前年同期比増減 
986人 1,380人 +394人 
919人 1,236人 +317人 当第２四半期累計期間で採用人数は 349人と前年同期 198人と比較し推移しております。この積極採用により、エンジニア数が 40%前年同期比 24%の増収となりました。 売上総利益率は 25%台を維持いたしましたが、積極採用としたため、求人費や教育研修費など販管費が大幅に増加し、の減益となりました。 
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売上総利益 利益率 ～～～～下下下下半期以降について～半期以降について～半期以降について～半期以降について～今期は積極採用と人材育成の強化とした費用先行の時期となります。採用に関しては、当初計画を見直し、今までにない年間1,000人という高い採用目標を掲げております。また高付加価値人材を提供するため、研修拠点や研修内容の充実など育成環境の整備も進めており担が増える見込みです。今後の大量採用に向け、化を進めるとともに、営業の精度を高め稼働率の引き上げに努めてまいります。(%) 

 

 

                                       2017年 5月 2日 テクノロジー 
JASDAQ） 代表取締役社長 本山 佐一郎 取締役副社長 金子 壮太郎 
3828） 
40%増加 （百万円） 前年同期比 増減率 
 24.4% 

164 23.1% 

24 △11.4% 
 △10.5% 
 △21.1% 前年同期比 増減率 人 40.0% 人 34.5% 人と比較し、堅調に
%増加したことで、と人材育成に注力販管費が大幅に増加し、営業利益で

 

 以  上 

半期以降について～半期以降について～半期以降について～半期以降について～ 積極採用と人材育成の強化を目的費用先行の時期となります。採用に当初計画を見直し、今までにな高い採用目標を掲げて高付加価値人材を提供する研修拠点や研修内容の充実など人材環境の整備も進めており、販管費の負担が増える見込みです。 今後の大量採用に向け、採用活動の効率化を進めるとともに、営業の精度を高め稼努めてまいります。 


